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1　は　じ　め　に

岩手県北部沿岸地帯はヤマセの襲来が極めて激しく，当

地帯における良質耐冷安定品種の栽培技術の確立が強く要

望されている。

昭和59年度に県北部並びに沿岸全域を対象に，ハヤニシ

キに比較して耐冷性がすぐれ．生育，収量も安定し，特に

品質が一段まさる新品種「たかねみのり」が奨励品種になっ

たことから，北部沿岸ヤマセ常襲地帯の良質米生産の普及拡

大を図るため．当該品種の耐冷安定栽培法について検討した。

蓑1試験場所並びに耕種概要

川・試験年次

は）試験場所

2　試　験　方　法

昭和61年

①岩手県九戸郡種市町宿戸

㊥岩手県久慈市夏井

は）供試品種　種市町：ハヤニシキ，たかねみのり

久慈市：ハヤニシ牛，たかねみのり

アキヒカリ

（4）耕種概要　　表1に示した。

域 種 市　　　　 町 久　　　 慈　　 市

項 目 苗 別
中　 苗

ポ ッ ト苗 〝 散 成 中　 宙 ポ ッ ト苗 散　　 成
（全 層 ） （側 粂 ） （側 条 ） （全 層 ） （側 条 ）

播 種 期
（月 ． 日 ）

4．1 3 4 ．1 0 4 ．5 4 ．16 4 ．1 1

播
（乾

種 t lタ）
粗 ／箱 ）

1 0 0 才 5 0 才 70 才 1 0 0 才 5 0 才 7 0 ㌢

移　 植　 期

5．2 2（月 ． 日 ） 5．2 2

栽 植 密 度 cm Cn　　　　　 Cm Cm　　 Cm Cm　　 Cm Cm　　 Cm C m　　 Cm
3 3 × 13 1 3 0 5 × 1 3 ti 3 2 7 ×1 8 ．6 3 0 ．2 × 16 ．4 3 0 ．5 ×1 7 ．4 3 0 ．2 ×1 3 ．5

（株 ／ ポ ） （2 3 ．1 i （2 4 ．1 ） （2 2 ．5 ） （2 0 ．2 ） （18 ．8 ） （2 4 ．5 ）

本 田 施 肥 量
基 肥　　　 追 肥 基 肥 追 肥 基 肥 追 肥 基 肥　　　 追 肥 基 肥 追 肥

N　 O．6　 0．1＋ 0．2 0 ．5 1　 0．2 0 ．4 8　 0．2 0 ．6　　　　 0．2 0 ．5 5　 0．2

（成 分 毎／〃） P 2 0 5 1．8　　 一 0．6 2　　 － 0．6 2　　 － 1．8 0 ．7　　 －

K 2 0 0 ．9　 0．1 ＋0，2 0 ．4 2　 0．2 0 ．4 8　 0．2 0 ．9　　　　　 0．2 0 ．5 5　 0．2

注．中苗：散播中軋　ポット宙：丸型樹脂ポット，散成：散播成宙

3　試　験　結　果

川　61年の気象及び水稲生育経過の特徴

苗の生育は好天候に恵まれ健酉が得られた。本田初期生

育は，移植（5月22日）後から梅雨明け（7月28日）まで

ヤマセの吹走の連続により，草丈の伸長や茎数の発生が著

しく抑制された。8月以降の天候はおおむね良好であった

が，出軌成熟期が遅れ，豊熟が劣り，全搬に低収で県北

部の作況指数は96であった（岩手県の作況指数107）。

（2）苗の種類と水稲の生育

丸型樹脂ポット宙や散播成苗などの彙数増加苗は従来の

中苗に比較して活着が良好で，生育の初期から草丈の伸長

がまさり，分げっの発生量も多く，安定的に勝る傾向が認
められた。

また中苗に比較し出穂，成熟期が3－4日早まるはか，

ボ当たり穂数が20％程度，精玄米収量でも20％増収となっ

た。特に老熟歩合が向上し収量増に貢献しているものと思

われる（図1，表2）。
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図1苗の種類と茎数の推移
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蓑2　苗の種類と出穂，成熟期．収量調査結果

地 項　 目
出 穂 期

移
成 熟 成 熟 期

出 穂 期 成　 熟　 期 有 効 茎
玄 米 重 同 左

玄　 米
検 査

域

別
試 験 区 名 （月 ．日）

積 算 気 ■

（℃ ） （月 ．日）

成 熟 期

積 算 気 温 （c n ） （本 ／ポ ）

歩 合

（％ ） （匂／d ）
比 率

千 拉 垂

（グ）
等 級

種 たか ねみ の りポ ッ ト宙 8 ．2 5 1 6 5 8．2 10．15 8 9 3．8 7 0．7 1 8．2 3 9 2 9 2．5 4 3．0 1 20 2 0．5 2 下
市 た か ね み の り 中 苗 ．2 8 17 2 0．4 ．19 8 6 0．3 6 5．1 1 6．9 3 2 3 8 3．9 3 5．8 10 0 19．2 2下 －3中
町 ハ ヤ ニ シ キ 中 西 ．2 6 16 7 7．9 ．1 7 8 6 7．9 7 3．1 1 6，2 3 6 6 7 2．2 3 9．5 1 10 2 0．9 3上 ～3中

久

慈

市

たか ねみ の りポ ッ ト西 8 ．2 2 1 5 1 8．1 10．13 9 3 7．1 8 2．0 1 8．3 4 4 9 9 0．2 6 4．5 10 1 2 2．1 3 中
た か ね み の り 中 苗 ．2 3 1 5 3 6．3 ．1 5 9 3 7．9 7 9．3． 1 8．2 4 4 0 9 3．2 6 3．6 10 0 2 1．7 3 中
ハ ヤ ニ シ キ 中 西 ．2 2 1 5 1 8．1 ．1 7 9 7 2．8 8 3．2 16．8 4 1 2 8 4．1 6 7．0 10 5 2 1．3 3 下
ア キ ヒ カ リ　 中 苗 ．2 4 1 5 5 4．4 ．2 0 9 3 7．6 7 0．0 1 7．5 4 0 6 7 6．5 紬 ．0 10 4 2 1．8 3中 一3下
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妾3　施肥方法と出札成熟阻収量調査結果

地
＼　　 項　 目

出 捻 期

移 植 －

出 穂 期 成 熟 期

出 橡 期 －

成 熟 期
成　 熟　 期 有 効 茎

玄 米 屯 同 左
玄　 米

検 査

区

別 試 験 区 名 （月 月 ）

繍 算 気 温

（℃ ） （月 ．臼 ）

横 井 気 温

（℃ ） （C■） （q ） （本 ／d 〉

歩 合

し1 1 （匂 ／〃 ）
比 率

千 拉 亜

（タ ）

等 級

種

市

町

た か ね み の り

ポ ッ ト岳 （側 条 施 肥 ）
8 ．25 1帖 8．2 10 ．15 89 3．3 7 °．0 17．8 4 5 1 7 5，8 4 9．3 1 15 2 0．9

2 下 －

3中

敬 体 成 田 （　 〝　 ）
．25 lt15 8．2 ．16 90 2 ．0 7 2，2 18．2 3 84 8 1．7 4 3．1 100 19 ．6

2 下 －

3上

ポ ッ ト蔚 （全 層 施 肥 ）
．25 165 8．2 ．15 89 3 ．3 7 1．2 17．8 3 6も 86 ，3 4 3．0 100 2 0．6 2 下

久

慈

市

敗 績 成 幽 （側 条 施 肥 ）
8 ．23 153 8．3 10 ．13 9 13．2 8 0．7 17．8 4 8 7 8 5．7 6 7．9 107 2 1，も 2 下

験 権 小 曲 （全 属 施 肥 ）
．21 15邦 ．3 ．15 9邦 ．0 7 9 ．3 18．2 4 40 9 3．2 ‘3，6 100 2 1，7

ユ中 一

3 下丁

豊
熟
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合
（
％
）
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防風網からの距離（種市）防風網からの距離（種市）

図3　防風網からの距離別出穂期収量，
収量構成要素

表4　地域別検査等級割合（剛1年度）　　（％）
熟睡

地域

たか ね みの り ハ ヤ ニ シ キ
備　　 考

1 2 3 1 2 3 3以 下

軽 米町
（分場 ） 58．1 39．5 2．3 17．6 8 2．4 －

たかねみのり（42 ）

ハヤニ シキ （17）

久慈 市 38．5 61．5 75．0 25．0
” （13 ）

〝 （ 4）

種市 町 50．0 50．0 10．0 90．0
〝 （18）

（10）

注．検査等級は岩手食糧事務所二戸支所の検査による。
備考（）調査点数による。

（3）側粂施肥の効果

側条施肥は慣行の全層施肥に比較して，初期からの分げ

つ発生が旺盛で穂救増に結びつき，ポ当たり籾数が増加し，

収量は10－20％の増収となった。なお出軌成熟期では全

層施肥とに差がみられなかった（図2，表3）。

（4）防風網の効果

移植後の生育量確保と出穂の促進には，防風網の設置が

極めて効果的であることが認められた。

防風桐からの距鰍こよる出穂の促進は，20Hに比較して，

SHで4日早まった。また収量では16％増の456匂／10〟

（平年収量420ゆ／10d）が得られた。（注；20H：防風

網の高さの20倍の距離の地点）（図3）。

（6）従来当地帯の中心品種のハヤニシ手に比較して．明

らかに「たかねみのり」の検査等級がⅠランク向上し，品

種的等級向上効果が認められた（表4）。

4　ま　　と　　め

水稲品種「たかねみのり」の北部沿岸ヤマセ常襲地帯に

おける耐冷安定栽培法について検討した。

日）丸型樹脂ポット苗や散播成苗の彙数増加苗は従来の中

苗と比較して初期生育真が容易に確保され，生育の安定化

が図られる。

（2）側粂施肥は全層施肥に比べ初期からの分げっが旺盛

で穂数増となり増収（10－20％）が期待できる。

（3）防風網の設置は生育量の確保と出穂の促進に有効で

ある。

（4）「たかねみのり」の導入により品種的等級向上効果

が期待できる。
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